
平成28年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成27年11月13日

上 場 会 社 名 株式会社じげん 上場取引所 東
コ ー ド 番 号 3679 URL http://zigexn.co.jp/
代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 平尾 丈
問合せ先責任者 (役職名) 取締役 経営管理部 部長 (氏名) 松浦 晃久 (TEL)03(6380)2501
四半期報告書提出予定日 平成27年11月13日 配当支払開始予定日 －
四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有
四半期決算説明会開催の有無 ：有 (　機関投資家・証券アナリスト向け )
　

(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 2,168 88.4 724 42.6 715 40.9 377 25.5

27年３月期第２四半期 1,151 28.4 508 16.8 507 16.8 300 13.3
(注) 包括利益 28年３月期第２四半期 379百万円( 25.4％) 27年３月期第２四半期 302百万円( 13.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 7.30 7.04

27年３月期第２四半期 5.82 5.59
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第２四半期 8,545 3,123 36.6

27年３月期 8,388 2,744 32.7
(参考) 自己資本 28年３月期第２四半期 3,123百万円 27年３月期 2,744百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00

28年３月期 - 0.00

28年３月期(予想) - 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
連結業績予想に関する序文

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,450 42.8 1,560 28.2 1,540 24.6 847 23.7 16.38
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 -社（社名） - 、除外 -社（社名） -
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 51,691,200株 27年３月期 51,691,200株

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ -株 27年３月期 -株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 51,691,200株 27年３月期２Ｑ 51,691,200株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。四半期決算短信の開示時にお

いて、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビューは終了しております。
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表当時において入手可能な情報に基づき
作成したものであり、今後の不確定要素により、実際の実績と異なる場合がありますのでご了承ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、国際情勢の緊迫化やグローバル経済の減速懸念等による影響

を受けたものの、政府の経済・金融政策を背景に、為替や株価水準はおおむね安定して推移いたしました。また、

雇用の増加や生産高の拡大など企業活動は引き続き活発に推移し、景況感全般としては緩やかな回復が継続いたし

ました。

当社グループが属するインターネット分野におきましては、スマートフォン契約者数の増加やタブレット端末の

普及により、インターネット利用シーンの多様化並びに利用頻度の増加が見られ、市場規模もそれに伴い拡大して

おります。

このような事業環境のもと、当社グループは、引き続き、既存事業の展開領域及び展開地域の拡張と新規事業の

創出並びにビジネスモデルの多様化に努めて参りました。

既存事業であるライフメディアプラットフォーム事業を注力分野である『求人領域』『生活領域』に分けること

で、投下する資源の選択と集中を図って参りました。

a.求人領域

求人領域は、転職EX、アルバイトEX、看護師求人EX等の求人に関連するEXサイトと株式会社リジョブ、株式会社

ブレイン・ラボから構成されております。当領域においては、求人広告市場規模の拡大を背景に、前四半期に引き

続き業績を伸長させて参りました。EXサイトにおいては、サイトデザインの改善、検索アルゴリズムの改善に注力

して参りました。株式会社リジョブにおいては、既存事業の業績の拡大と共に、介護求人領域やキュレーションメ

ディア等を伸長させる等、新たな領域への拡張を行って参りました。また、株式会社ブレイン・ラボにおいては、

顧客数の拡大を推し進め、積み上げ式の売上モデルにより継続的に成長しております。上記の結果、前年同期比で

大きく成長いたしました。

b.生活領域

生活領域は、賃貸SMOCCA!-ex、住宅購入EX、中古車EX、婚活EX、旅行EX等の生活に関連するEXサイトから構成

されております。当領域においては、特に不動産分野のKPIの伸長により、前年同期比で順調に成長しております。

また、既存事業の領域展開及び深耕の戦略として高級賃貸に特化したポータルサイト『プレミアムスモッカ-ex』

をオープンする等、新規サービスにも拡張を行って参りました。

新規事業領域につきましては、世界中のランナーが集うランニングコミュニティアプリ『Runjoy(ランジョイ)』

が日本語版・英語版を同時リリースする等、引き続き新規事業に積極的に投資を行っております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,168,538千円（前年同期比88.4％増）、売上総利益は

1,954,070千円（前年同期比80.2％増）、営業利益は724,991千円（前年同期比42.6％増）、経常利益は715,020千円

（前年同期比40.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は377,563千円（前年同期比25.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　① 資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当第２四半期連結会計期間末の総資産は8,545,154千円(前連結会計年度末比156,372千円増)となりました。

なお、流動資産は4,849,831千円(前連結会計年度末比189,314千円増)となりました。これは主に、現金及び預

金が144,667千円増加、売掛金が4,150千円増加したこと等によるものであります。

また、固定資産は3,695,323千円(前連結会計年度末比32,942千円減)となりました。これは、有形固定資産が

24,260千円増加した一方、無形固定資産が42,352千円減少、投資その他の資産が14,850千円減少したこと等によ

るものであります。

(負債)

当第２四半期連結会計期間末の負債総額は5,421,572千円(前連結会計年度末比222,794千円減)となりました。

これは、長期借入金が1,837,004千円増加、賞与引当金が11,240千円増加した一方、短期借入金が2,080,000千円

減少、未払法人税等が6,368千円減少したこと等によるものであります。
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(純資産)

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、3,123,581千円(前連結会計年度末比379,166千円増)となりました。

これは主に、利益剰余金が377,575千円増加したこと等によるものであります。

　

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の期末残高は3,981,943千円と

なりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、463,676千円となりました。主な資金増加要

因としては、売上高の伸張による税金等調整前四半期純利益の計上715,020千円によるものです。これに対して主な

資金減少要因としては法人税等の支払額333,812千円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、74,541千円となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出33,276千円、無形固定資産の取得による支出61,315千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、242,996千円となりました。これは借入金返

済に伴うものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績見通しにつきましては、平成27年５月15日に公表しました内容に変更はございません。なお、業績予想は、

同資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と

異なる場合があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年11月12日 19時04分 6ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社じげん(3679) 平成28年３月期 第２四半期決算短信

5

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,837,275 3,981,943

売掛金 753,592 757,743

その他 71,737 117,281

貸倒引当金 △2,089 △7,137

流動資産合計 4,660,516 4,849,831

固定資産

有形固定資産 83,686 107,946

無形固定資産

のれん 2,991,522 2,906,894

その他 157,639 199,914

無形固定資産合計 3,149,161 3,106,809

投資その他の資産

投資その他の資産 521,038 527,190

貸倒引当金 △25,620 △46,623

投資その他の資産合計 495,418 480,567

固定資産合計 3,728,265 3,695,323

資産合計 8,388,782 8,545,154

負債の部

流動負債

短期借入金 2,580,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 445,992 855,592

未払法人税等 329,331 322,963

賞与引当金 5,696 16,936

その他 708,373 710,995

流動負債合計 4,069,393 2,406,487

固定負債

長期借入金 1,557,012 2,984,416

資産除去債務 17,961 27,564

その他 0 3,104

固定負債合計 1,574,973 3,015,084

負債合計 5,644,366 5,421,572

純資産の部

株主資本

資本金 531,366 531,366

資本剰余金 531,366 531,366

利益剰余金 1,675,437 2,053,012

株主資本合計 2,738,169 3,115,745

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 6,245 7,836

その他の包括利益累計額合計 6,245 7,836

純資産合計 2,744,415 3,123,581

負債純資産合計 8,388,782 8,545,154
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 1,151,172 2,168,538

売上原価 66,937 214,468

売上総利益 1,084,235 1,954,070

販売費及び一般管理費 575,945 1,229,078

営業利益 508,289 724,991

営業外収益

受取利息 177 395

その他 169 1,679

営業外収益合計 346 2,074

営業外費用

支払利息 129 8,562

為替差損 1,041 2,912

その他 146 570

営業外費用合計 1,317 12,045

経常利益 507,319 715,020

税金等調整前四半期純利益 507,319 715,020

法人税、住民税及び事業税 205,482 326,516

法人税等調整額 982 10,941

法人税等合計 206,464 337,457

四半期純利益 300,854 377,563

親会社株主に帰属する四半期純利益 300,854 377,563
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 300,854 377,563

その他の包括利益

為替換算調整勘定 1,522 1,590

その他の包括利益合計 1,522 1,590

四半期包括利益 302,376 379,154

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 302,376 379,154

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 507,319 715,020

減価償却費 9,653 28,798

のれん償却額 12,247 84,627

貸倒引当金の増減額（△は減少） △95 26,050

受取利息及び受取配当金 △177 △395

支払利息 129 8,562

売上債権の増減額（△は増加） 96,129 △25,142

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,677 △38,142

その他の流動資産の増減額（△は増加） 15,045 △21,559

長期前払費用の増減額（△は増加） △2,937 △1,003

仕入債務の増減額（△は減少） △253 16,011

未払金の増減額（△は減少） △95,022 △16,838

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,600 11,240

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,761 8,821

その他の固定負債の増減額（△は減少） 128 9,602

小計 538,650 805,656

利息及び配当金の受取額 177 395

利息の支払額 △129 △8,562

法人税等の支払額 △274,633 △333,812

営業活動によるキャッシュ・フロー 264,065 463,676

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,187 △33,276

無形固定資産の取得による支出 △41,822 △61,315

事業譲受による支出 △10,000 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△2,692,225 -

その他 5,290 20,050

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,742,945 △74,541

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,584,500 △2,086,000

長期借入れによる収入 2,193,110 2,008,000

長期借入金の返済による支出 - △164,996

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,777,610 △242,996

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,279 △1,471

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,300,009 144,667

現金及び現金同等物の期首残高 1,903,832 3,837,275

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,203,842 3,981,943
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

ライフメディ
アプラットフ
ォーム事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,129,307 1,129,307 21,864 1,151,172 － 1,151,172

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 67,697 67,697 △67,697 －

計 1,129,307 1,129,307 89,562 1,218,869 △67,697 1,151,172

セグメント利益 484,660 484,660 23,629 508,289 － 508,289

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事業化を検討している新規事業

及びコンシューマ課金サービス事業等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と同額となっております。

　

　 ２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　当社は、株式の取得により株式会社ブレイン・ラボ及び株式会社リジョブを新たに連結子会社としました。そ

の結果、ライフメディアプラットフォーム事業における資産の金額が、3,606,862千円増加しております。

　 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「ライフメディアプラットフォーム事業」セグメントにおいて、株式会社ブレイン・ラボ及び株式会社リジョ

ブの全株式を取得したことにより、のれんの金額に重要な変動が生じております。なお、当該事象により発生し

たのれんの増加額は第2四半期連結累計期間において2,829,907千円であります。
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当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

ライフメディ
アプラットフ
ォーム事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,058,144 2,058,144 110,393 2,168,538 － 2,168,538

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 61,171 61,171 △61,171 －

計 2,058,144 2,058,144 171,565 2,229,710 △61,171 2,168,538

セグメント利益 715,076 715,076 9,915 724,991 － 724,991

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事業化を検討している新規事業

及びコンシューマ課金サービス事業等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と同額となっております。

　 ２．報告セグメントの変更等による事項

　 第１四半期連結会計期間より、従来「ライフメディアプラットフォーム事業」に含めていた一部事業につ

いて、ビジネス拡大を目的に管理体制の見直しを行い、報告セグメントの区分を「その他」に変更しており

ます。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。

（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年11月12日 19時04分 12ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）


